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【活動計画】
・ダイバーによるサンゴの生息調査を行う。
  海中及び海岸のゴミ及び有害生物を除去する。

2 ・９月に夏の終わりのゴミ清掃（海岸）を行いました。
  １１月には手石地区のダイバーによる海中清掃を行いました。

モニタリング3
・サンゴの生育状況や増減の確認を行う。
・清掃活動を行った地域の海中生物の増加量や海岸・海中ゴミの堆積状況の

確認を行う。

【これからの課題】

対象種の紹介

対象種の分布・生育状況 保全活動の必要性

●保全活動の目標

今後の活動指針これまでの活動成果

●活動地域
FNY活動組織は伊豆半島の最南端南伊豆町を拠点と

して活動を行っています。南伊豆町の海岸線は５７km
と大変長く全ての地域での活動は難しいので、特にサ
ンゴの生息が認められる地域や浮遊ゴミの多い地域を
選んで活動を行っています。

●令和5年度の取組状況

■ニホンアワサンゴ

サンゴ礁の保全　
中木地区・妻良地区

海洋汚染物などの除去
伊浜・手石・下流地区

■コドラートを使用してのサンゴの生育状況調査■回収したゴミの分別状況

■海中ゴミの状況 ■回収された海岸ゴミ
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■キクメイシ

●協定面積●協定面積 10ha

南伊豆町中木地域のサンゴ群落は本州の北限のサンゴとも言われ大変
貴重なものです。しかし20数年前に比べると明らかにサンゴの個体数が
減少しています。当時から継続してモニタリングした資料はなく、サンゴの
成長が遅いため、回復傾向の判断が難しくなっています。できればこの先
10年単位の継続したモニタリングが必要だと思われます。
また浮遊ゴミの回収に関しては明らかにプラスティックゴミや回収が難しい

マイクロプラスティック等が増えています。これらのゴミの回収を行うとともに
出さない工夫など、一般向けの講座の開催なども行う必要があると考えます。
南伊豆地区の海中ゴミは明らかに減少していますが、地元由来ではな

い浮遊ゴミ（プラスチック）が明らかに増えています。これらのゴミの清掃
活動はもちろんですがどこからこのゴミが浮遊してきたのか調査も必要と
考えます。

伊豆半島南側は変化に富んだ複雑な地形をなして、
黒潮の通り道になっていることから、日本北限のサ
ンゴ２０数種類が生息しています。種類によっては
大きな群落をなしている事を確認しています。

サンゴの保全活動を行っている中木地区では多種・
多数のサンゴが確認されています。サンゴの生育状
況は良好ですが、近年台風の大型化や高潮によって
の被害が心配されています。新たにサンゴが確認さ
れた妻良地区も今年度よりサンゴの保全活動を行っ
ています。

特に、サンゴが多く確認出来る中木地域のヒリゾ
浜周辺では、近年秘境の浜として大勢の観光客が訪
れています。ヒリゾ浜に渡る観光客にサンゴの保護
に関するパンフレットを配って、サンゴの保護の重
要性をうったえています。

南伊豆地域の海岸や海中から人為的に捨てられた
ゴミが無くなるように海の清掃活動を続けていきま
す。また、サンゴの生息地を定期的に清掃しサンゴ
の貴重さを地域や来訪者にアピールしサンゴの保護
の方法や必要性の理解を深めていきます。
最近回収量が増えているペットボトルなどやマイ

クロプラスチックなどのゴミの量の把握、どこから
来たのかなどの解析にも力を入れていきたいと思い
ます。

サンゴの生息地を隠すのではなく、場所を明らか
にした上で、保護の必要性や保護の方法を説明する
ことで来訪者のサンゴの保護に対する理解度が上
がってきました。また、海洋汚染等の原因となる漂流・
漂着物、堆積物の処理を継続することで、海の環境
保全の意識が高まってきました。

◉伊豆ＦＮＹ活動組織
代表　石川　憲一
〒415-0324　静岡県賀茂郡南伊豆町上小野 469　tel 090-5858-5486

主な構成員（人数）：漁業者 63 名、漁業者※以外 54 名　計 117 名
関係市町：南伊豆町

サンゴ礁の保全1

海洋汚染物等の除去2

モニタリング3

※伊豆漁協南伊豆支所・ＮＰＯ法人伊豆未来塾・
　ダイビングインストラクター・シーカヤックインストラクター


